
■特長 ■ボタンの名称と表示の切り替え ■製品の説明　●時刻・カレンダーの合わせかた
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■使用上のご注意とお手入れの方法

この時計は、120本の計測タイムをメモリー（記憶）し、呼び出す
ことができます。また、メモリが120本以内であれば、分割（チャ
ンネル）してメモリーできます。クロノグラフ機能で測定した結
果から、リコール機能を使いベストラップタイム・平均ラップタ
イムを呼び出し、メモ入力ができる本格派ランナーズ向けスポー
ツウオッチです。
さらに、アラーム時刻設定が２つできる２チャンネルアラーム機
能、タイマー時間設定が２つできるダブルタイマー機能、世界主
要50都市の時刻を表示するワールドタイム機能を合わせもった多
機能のデジタル時計です。

「時刻・カレンダー機能」
・（年）、月、日、曜日、時、分、秒、サマータイムマークを表示
します。（年は、時刻合わせの時のみ表示します。）

・2001年から2050年までの50年間、うるう年などの月末修正がい
らない「フルオートカレンダー」です。

「クロノグラフ機能」
・１／100秒単位で計測できる最大計測時間99時間59分59秒99の
ストップウオッチ機能です。

・ラップタイム、スプリットタイム、ベストタイム、平均タイム
を最大120本までメモリー（記憶）することができます。

・メモリーが120本以内であれば、分割（チャンネル）してメモリ
ーできます。

「リコール機能」
・メモリーしたデータ（ラップ回数、ラップタイム、スプリット
タイム）を計測後はもちろん、計測中でもチャンネル毎にリコ
ール（呼び出す）することができます。

・ベストラップ表示、平均ラップ表示ができます。
・チャンネルごとにそれぞれ６文字までメモ入力可能なメモ機能
付きです。

「タイマー機能」
・２つの設定ができるダブルタイマー機能付きです。
・10秒から99時間59分59秒までの１秒単位で設定可能です。タイ
マー計測をスタートし設定時間が経過すると、チャイムにて報
知をおこない引き続きタイマー計測を自動的に続行します。

・リピート回数設定は、１～100回可能です。繰り返し回数も表示
します。

「アラーム機能」
・設定した時刻（時、分）に毎日鳴る２チャンネルのディリーア
ラーム機能付きです。

・各チャンネルでアラームのon／－－（セット／解除）切り替え
ができます。

「ワールドタイム機能」
・都市名（50都市）、月、日、時刻を表示します。
・夏時間（サマータイム）の設定ができます。

「オートパネライト機能」
・あらかじめ設定すると、どのボタン操作後も、約２秒間ライト
が点灯します。（修正するときは、除く）

「内部照明（全面パネライト）機能」
・専用ボタン操作により、どのモードでも１回押しで約３秒間ラ
イトが点灯します。

・物質に電圧をかけると光を放つ現象（エレクトロルミネッセン
ス＝EL）を利用した発光方式を採用しています。

※エレクトロルミネッセンスの発光体は、発光時間の経過と共に徐々に
輝度が減衰する特性を持っています。

［詳しくは“エレクトロルミネッセンスパネル（内部照明）につい
て”の項をご参照ください］

１．お客様は、時計から電池を取り出さないでください。
２．やむを得ずお客様が時計から電池を取り出した場合は、電池はただちに幼児の手

が届かないところに保管してください。
３．万一飲み込んだ場合は、身体に害があるため直ちに医師とご相談ください。

警告

１．破裂、発熱、発火などのおそれがありますので、電池を絶対にショート、分解、
加熱、火に入れるなどしないでください。

２．この時計に使用している電池は、充電式ではないので、充電すると液漏れ、破損
のおそれがあります。絶対に充電しないでください。

３．「常温（5℃～35℃）からはずれた温度」下で長時間放置すると電池が漏液したり、
電池寿命が短くなったりすることがあります。

注意

2．電池について
（1）電池寿命

この時計は、新しい正常な電池を組み込んだ場合は、その後約３年間作動します。
※ただし、電池寿命はアラームを１日1回、ELを１日２回以内、操作確認音を１日50回以内を基準としてい
ますので、それ以上使用した場合は上記の期間に満たないうちに容量が切れることがあります。

（2）最初の電池
お買い上げの時計にあらかじめ組み込まれている電池は、機能・性能をみるためのモニター用です。
お買い上げ後上記の期間に満たないうちに電池寿命が切れることがありますのでご了承ください。

（3）電池交換
①電池交換は、必ずお買い上げ店で「純正電池」とご指定の上、ご用命ください。
②電池寿命切れの電池をそのまま長時間放置しますと、漏液などで故障の原因になりますので、
お早めに交換してください。

③電池交換は、保証期間内でも有料となります。
④電池交換等で裏ぶたを開閉しますと当初の防水性能を維持できなくなる場合が有ります。電池
交換の際には、お客様の時計の防水性能にあった防水検査をご依頼ください。
特に10気圧以上のものは検査が必要です。
防水検査は日数を要しますので、期間をご確認のうえご依頼ください。

・電池交換後や、万一異常な表示（読めない表示など）になった場合、以下の操作をし
てください。
時計内部のシステムがリセットされ、正常に機能するようになります。

システムリセットのしかた

ボタンACDE4つを同時に２～３秒間押し続けてください。表示が一旦消え、ボタン

を離した後「１月1日　MONDAY  AM12時00分00秒」になります。

ご使用前に下記の順番で操作してください。
①時刻・カレンダーの合わせ
②アラームの設定

（1）水晶振動数 ・・・・・・・32, 768Hz
（2）精度 ・・・・・・・・・・平均月差±20秒

（気温５℃～35℃において腕につけた場合）
（3）作動温度範囲 ・・・・・・－10℃～＋60℃

ただし表示機能は　0℃～＋50℃
（4）表示体 ・・・・・・・・・FE型ネマチック液晶
（5）使用電池 ・・・・・・・・小型リチウム電池

SB－T17 1個
（6）電池寿命 ・・・・・・・・約３年
（7）電池寿命切れ予告機能
（8）電子回路 ・・・・・・・・発振・分周・駆動回路

（CーMOSーLSI 1個）
※上記の製品仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。

時計が止まった 

 

時計が一時的に進む／遅れる 

 

 

 

 

 

全ての点灯セグメントが点滅

表示になった。 

ガラスのくもりが消えない 

・電池の容量がなくなった。 

 

・寒いところまたは、暑いと

とろへ放置した。 

 

・落としたり強くぶつけたりまた

は激しいスポーツをした。 

・強い振動が加えられた。 

・電池切れが間近であること

を知らせています。 

・パッキンの劣化などにより

時計内部に水分が入った。 

・直ちに電池交換をお買い上げ店

にご依頼ください。 

・精度は、常温にもどれば元にも

どります。時刻を合わせ直して

ください。 

・時刻を合わせ直してください。

元にもどらない場合は、お買い

上げ店にご相談ください。 

・お早めに電池交換をお買い上げ

店まにご依頼ください。 

・お買い上げ店にご相談ください。 

※その他の現象は、お買い上げ店にご相談ください。 

現象 考えられる原因 このようにしてください ・万一故障した場合には、お買い上げ店にお持ちください。保証期間内の場合は保証書を添え
てください。

・保証期間経過後の修理およびこの時計についてのご相談は、お買い上げ店でうけたまわって
おります。
なお、ご不明な点は、「セイコーウオッチ株式会社お客様相談室」へお問い合わせください。

・保証内容は保証書に記載したとおりですので、よくお読みいただき大切に保管してください。

・この時計における補修用性能部品の保有期間は、通常７年間を基準としています。正常なご
使用であれば、この期間中は原則として修理可能です。（補修用性能部品とは、時計の機能
を維持するのに不可欠な修理用部品です。）

・修理可能な期間はご使用条件によりいちじるしく異なり、精度等が元通りにならない場合も
ありますので、修理ご依頼の際にお買い上げ店とよくご相談ください。

・修理のとき、ケース・ガラス・バンドなどは、一部代替部品を使用させていただくことがあ
りますのでご了承ください。

■補修用性能部品について

※クロノグラフ表示以外でクロノグラフ表示
マーク「　」が点滅している場合は、クロ
ノグラフが計測中であることを示しています。 

※タイマー表示以外でタイマー表示マーク「　」
が点滅している場合は、タイマーが計測中
であることを示しています。 

ボタンC

ボタンB

ボタンA

ボタンD

ボタンE

ボタンF

●ボタンAを押すごとに、次の順序で切り替わります。

※操作確認音がセットされていますと、表示を切り替えるごとに「ピッ」と鳴ります。
「ワールドタイム表示」から「時刻・カレンダー表示」に切り替わるところのみ音色が違います。
（操作確認音については、「時刻・カレンダーの合わせかた」を参照してください。）

※ボタンEを押し続けて内部照明を点灯させている状態では全ての表示において他のボタンが機能しません。

時刻・カレンダー 
表示 

TIME

クロノグラフ 
表示 
CHRONO

ワールドタイム 
表示 

WORLD

リコール 
表示 
RECALL

タイマー 
表示 
TIMER

アラーム 
表示 
ALARM

・１／100秒単位、最大計測時間は99時間59分59秒99です。
・ラップタイムとスプリットタイムを同時に表示し、ベストラップタイム・平均ラップタイムをメモリー（記憶）
します。

・ここで計測したラップ／スプリットタイム、およびベストラップタイム・平均ラップタイムは、リコール表示
で呼び出し見ることができます。

※詳しくは「リコール機能の使いかた」を参照ください。
・最大120メモリ（記憶）できます。
・メモリーが120本以内であれば、分割（チャンネル）してメモリーします。

（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンAを押して「クロノグラフ表示」にしてください。

（２）普通の使いかた（積算タイムを測る）

※途中のストップ・再スタートは、何回でも繰り返すことができます。

ボタンC

ボタンB

ボタンA

ボタンD

ボタンE

ボタンF

ボタンA：クロノグラフ表示への切り替え
ボタンB：無機能
ボタンC：ラップ／スプリット表示の切り替え
ボタンD：スタート／ストップ
ボタンE：内部照明の点灯

オートパネライトのセット／解除
ボタンF：ラップ・スプリット／リセット

ボタンC

ボタンB

ボタンA

ボタンD

ボタンE

ボタンF

ボタンA：リコール表示への切り替え
消去／文字入力モードの切り替え

ボタンB：文字入力の呼び出し／解除
ボタンC：文字入力（戻り）
ボタンD：チャンネルの呼び出し

文字入力（進み）
ボタンE：内部照明の点灯

オートパネライトのセット／解除
ボタンF：データ呼び出し

データ消去
文字入力箇所の選択／確定

ラップタイムは、区間ごとの経過時間であり、
スプリットタイムは、スタートからある区間ま
での途中経過時間です。

※ベストラップタイム、平均ラップタイムを表示する関係のため、１つでもデータを採ると、最低３つのメモリーを使います。
（１つのデータの場合は、ベストラップタイムを表示します。）
※ラップ／スプリットを計測した際、下段にラップ回数と「FULL」と表示が交互に点滅した場合は、ラップ／スプリットタ
イムのメモリーができません。（メモリーがいっぱいになっている）意味です。リコール表示では、ラップ／スプリットタ
イムは呼び出せません。

※クロノグラフ機能を使用するときに、下段に「FREE―　0」と表示されていた場合は、ラップ／スプリットタイムのメモ
リーができません。（「リコールの使いかた」を参照してください。

1 スタート→ストップ→リセット 3メモリー

2 スタート→ストップ／再スタート→ストップ→リセット 3メモリー

3 スタート→ラップ→ストップ→リセット 4メモリー

4 スタート→ストップ／再スタート→ラップ→ストップ→リセット 4メモリー

5 スタート→ラップ→ラップ→ストップ→リセット 5メモリー

ラップタイム

スプリットタイム

ス
タ
ー
ト

●メモリーの考えかた

メモリーの使用量計測の使いかた

（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンAを押して「時刻・カレンダー表示」状態にしてください。

ボタンC

ボタンB

ボタンA

ボタンD

ボタンE

ボタンF

（２）時刻・カレンダーの合わせかた
①ボタンBを１回押すと現在設定されている都市名が表示し、「時刻・カレンダー合わせ」状
態になります。

②ボタンFを１回押すごとに合わせたいところ（点滅）を選ぶことができます。
※年月日をセットすると「曜日」は自動的に設定されます。
※都市名を「GREENWICH」にすると「D．S．T．」の「onまたはーー」は表示しません。
※「D．S．T．」の「on」を表示させると「 マーク」が点灯し、１時間進みます。

ボタンA：時刻・カレンダー表示への
切り替え

ボタンB：時刻・カレンダー修正状態の
呼び出し／解除　　　　　

ボタンC：都市名の呼び出し
修正箇所の合わせ（戻り）

ボタンD：修正箇所の合わせ（進み）
報時のセット／解除

ボタンE：内部照明の点灯
オートパネライトのセット／解除

ボタンF：修正箇所の選択

③ボタンFを押して「秒」を点滅状態にし、時報と同時にボタンCまたはボタンDを押す
と「00」に合います。

※秒表示が30～59秒のとき、ボタンCまたはボタンDを押すと１分繰り上がって「00」に合います。
※時刻合わせは、電話の時報サービス（TEL.117）が便利です。
④合わせたいところを選択したあと、ボタンDを１回押すごとに点滅している数字・都市
名が１つずつ進みます。（反対にボタンCを押すごとに１つずつもどります。）（「秒」
「12/24H」「D.S.T.」を除く。）
※ボタンCまたはボタンDを押し続けると、早送りできます。（「コントラスト調整」を除く）
⑤「時刻・カレンダー合わせ」が終わりましたら、ボタンBを１回押して修正状態を解除
して「時刻・カレンダー表示」にもどしてください。押し忘れた場合でも２～３分後に
は「時刻・カレンダー表示」へ自動的にもどります。

※カレンダーは、2001年から2050年までの年・月・日・曜がプログラムされていますので、この間、
月の大小や、うるう年でも修正する必要はありません。

※サマータイムをセットした都市は、「ワールドタイム表示」で同じ都市を選択するとサマータイム
表示になります。

ボタンFを押すたびに修正個所が替わります。

HOME 
（都市名） 

D.S.T（サマータイム） 
の on/--

秒 年 12/24H コントラスト 
調整 

月 日 時 分 

※時刻修正の途中で「全点灯表示」になるのは、故障

ではありません。ボタンDとボタンEが同時に押さ

れた状態です。その場合は、ABCDEFいずれか

１つのボタンを押して、「時刻・カレンダー表示」
にもどしてください。次にあらためて、（２）の①
から合わせ直してください。

（３）コントラストの調整の合わせかた
・表示のコントラスト（明暗）の調整ができます。初期化された時及びオールクリア時
のコントラストは「０」設定です。

●ボタンAを押して「時刻・カレンダー表示」状態にしてください。
①ボタンBを１回押すと現在設定されている都市名が表示し、「時刻・カレンダー合わせ」状態になります。
②ボタンFを押して、「コントラスト調整」状態にしてください。
③ボタンCまたはボタンDを押してコントラストを調整します。

④調整が終わりましたら、ボタンBを押して「時刻・カレンダー表示」にもどしてください。
押し忘れた場合でも２～３分後には「時刻・カレンダー表示」へ自動的にもどります。

A

C

B

E
F

（全点灯表示） 
D

C

コントラストレベル「０」 

D

－３　→　－２　→　－１　→　０　→　１　→　２　→　３ 

コントラスト 

（４）アラーム音の試し聴き（サウンドデモンストレーション）と報時並びに操作確認音
のセットと解除
・「時刻・カレンダー表示」でボタンDを押すごとに報時・操作確認音のセットと

解除ができます。
・また、ボタンDとボタンEを同時に押し続けると「アラーム音の試し聴き」がで

きます。

（５）オートパネライトのセットと解除
・各モードでボタンEを２～３秒間押し続けるごとに、オートパネライトのセット

（ マーク点灯）と解除（ マーク消灯）ができます。

報時マーク点灯 

（報時します。） 
D

E E

報時マーク消灯 

（報時しません。） 
D

ボタンD

スタート
ボタンD

ストップ
ボタンD

再スタート
ボタンD

ストップ
ボタンF

リセット→→→→

（３）ラップ／スプリットタイムの測りかた（ラップを10回測定した場合）

※ラップ／スプリット計測後、約10秒間表示をホールドし、ラップ回数が点滅します。その後自動的にス
トップウオッチ計測表示にもどります。ラップ回数は、次のラップ回数を表示します。

※途中のラップは、何回でも繰り返すことができます。ラップ回数は、999回まで表示します。以降は、
1000（表示：000）、1001（表示：001）と順次表示します。

ボタンD

スタート
ボタンF

ラップ／スプリット
ボタンF

ラップ／スプリット
ボタンD

ストップ
ボタンF

リセット→→→→

・最大120メモリ（記憶）できます。
・120メモリ以内で測定した回数（チャンネル）を呼び出すことができます。
・ベストラップタイム、平均ラップタイムを表示します。（１つのデータの場合は、ベストラ
ップタイムを表示します。）

・測定した回数（チャンネル）ごとにメモ（最大６文字）が入力できます。
（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンAを押して「リコール表示」にしてください。

・「FREE－120」表示は、120メモリできます。
・スタート後「LAP－ 1」表示に切り替わります。

・「FREE－117」表示は、
残り117メモリできます。

・「FREE－120」表示は、120メモリできます。
・スタート後「LAP－ 1」表示に切り替わります。

・「FREE－108」表示は、
残り108メモリできます。

※測定結果がないときは、「NODATA」と表示されます。

（１）リコールの使いかた
例：チャンネル５（ch－5）を見たい場合
①ボタンAを押して「リコール表示」にしてください。

※最新のチャンネルを表示します。

②ボタンDを押して、呼び出したいチャンネル（ch－5）を選びます。

③ボタンFを押して、ラップタイムの確認ができます。

10回ラップタイムを採った場合、次の順序で確認できます。

１→２→・・→９→10→平均ラップタイム→ch－５

※ラップタイムの中でベストラップタイムのときは、「BEST LAP」表示と「LAP－＊
＊＊」が交互に点滅します。

④他の測定結果を見たい場合は、ボタンDを押して見たいチャンネルを選び、

③のように確認してください。
（２）データ消去のしかた
※クロノグラフがリセット状態であることを確認してからおこなってください。
リセット状態でない場合は「CLEAR?」表示になりません

●１つのチャンネルのデータを消去する場合
①ボタンAを押して「リコール表示」にしてください。

※最新のチャンネルを表示します。

②ボタンDを押して消去したいチャンネルを呼び出します。

③ボタンBを押しCLEARモード（CLEAR？）表示にします。

④ボタンFを３～５秒間押し「CLEARALL」表示がで
たら、ボタンを離してください。
1つのチャンネルのデータを消去します。

A

D

F

A

D

B

F

●全てのデータを消去する場合
①ボタンAを押して「リコール表示」にしてください。
※最新のチャンネルを表示します。
②ボタンBを押しCLEAR（CLEAR？）表示にします。
③ボタンFを３～５秒間押し「CLEARALL」表示をし、さらに押し続けると
「NO DATA」表示し、全てのデータを消去します。

（３）メモ機能の使いかた
・最大６文字の入力ができます。
①ボタンAを押して「リコール表示」にしてください。
※最新のチャンネルを表示します。

②ボタンDを押して入力したいチャンネルを呼び出します。
③ボタンBを押し、「EDIT？」表示にします。
・クロノグラフがリセット状態の場合
「CLEAR？」表示し、ボタンAを押して、「EDIT？」表示にします。

・クロノグラフが作動している場合「CLEAR?」表示では
なく「EDIT？」表示になります。

④ボタンFを押して、メモ入力状態にします。
最初の文字が点滅します。

⑤ボタンDを押すごとに、点滅箇所の文字が１つずつ進みます。
（反対にボタンCを押すごとに１つずつもどります。）
※ボタンCまたはボタンDを押し続けると早送りできます。

⑥入力したい文字が表示したら、ボタンFで確定します。
ボタンFで確定すると点滅箇所が右に移動し、次の文字
の入力ができるようになります。

※誤入力したときは、ボタンFを押して誤入力した箇所を点滅さ
せて正しい文字を入力してください

⑦入力が終わったら、ボタンBを押して入力状態を解除し
て「リコール表示」にしてください。押し忘れた場合でも
２～３分後には「リコール表示」へ自動的にもどります。

F
３～５秒 

F

B

A

F

C D

F

B

・タイマー１、２とも10秒以上99時間59分59秒まで設定ができます。
・タイマー１のタイムアップ後、タイマー２がスタートする２つのタイマーを備えています。
また、タイマー２のタイムアップ後再びタイマー１がスタートするリピート（繰り返し）機能と
なっています。

・タイマー１または２のどちらかを、00時間00分00秒に合わせると普通のリピートタイマーとして
使えます。

・リピート回数は、１～100回まで設定ができます。
（１）ボタンの名称とはたらき

●ボタンAを押して「タイマー表示」にしてください。

（１）タイマーの使いかた
例：タイマー１のセットを３分、タイマー２のセットを１分、リピート回数を５回にした場合

①ボタンAを押して「タイマー表示」にしてください。
②ボタンBを押すとタイマー１の「時」が点滅表示し「タイマーセット」状態になります。
ボタンFを１回押すごとに合わせたいところ（点滅）を選ぶことができます。

③合わせたいところを点滅させたらボタンDを押すごとに点滅している数字が１つ進みます。
（反対にボタンCを押すごとに点滅している数字が１つもどります。）

※ボタンCまたはボタンDを押し続けると、早送りできます。
④セットが終わりましたらボタンBを押して修正状態を解除して「タイマー表示」にもどし
てください。押し忘れた場合でも２～３分後には「タイマー表示」へ自動的にもどります。

⑤ボタンDを押してタイマーをスタート／ストップができます。ボタンFを押してタイマ
ーがリセットされます。

※途中のストップ、再スタートは何回でも繰り返すことができます。
※タイムアップする３秒前に予告音が鳴り、タイムアップすると５秒間タイムアップ音が鳴ります。
※鳴っているタイムアップ音を止めるには、A、B、C、D、E、Fいずれか１つのボタンを押してください。

（スペース） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ／ ＋ － ＝ ？ ！ ． ・ 〈 〉
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z 

・入力できる文字とその順番

ボタンC

ボタンB

ボタンA

ボタンD

ボタンE

ボタンF

ボタンA：タイマー表示への切り替え
ボタンB：タイマー修正状態の呼び出し／解除
ボタンC：修正箇所の合わせ（戻り）
ボタンD：修正箇所の合わせ（進み）

スタート／ストップ
ボタンE：内部照明の点灯

オートパネライトのセット／解除
ボタンF：修正箇所の選択

リセット

タイマー１

時　→　分　→　秒

タイマー２

時　→　分　→　秒

リピート回数

（タイマー１：３分） 

C

B

D

F
（タイマー２：１分） 

C D

F
（リピート回数：５回）（リピート回数：５回） （リピート回数：５回） 

C D

F （タイマー表示） 

B→ → →

・設定した時刻（時・分）で毎日報知する２チャンネルのディリーアラーム機能付です。
・各チャンネルは、アラームのon／－－（セット／解除）切り替えができます。

（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンAを押して「アラーム表示」にしてください。

（２）アラームの使いかた
・２チャンネルとも、使いかたは同じです。
例：「アラーム－1」のところで、アラーム時刻「午前６時
30分」にセットする場合

①ボタンFを押して「ALARM 1」を呼び出します。

ボタンBを押すと「時」が点滅し、「アラーム時刻合わせ

状態」になります。

②ボタンFを押しますと、押すたびに「時」と「分」が交

互に点滅表示します。修正する箇所を選択してください。

③合わせたいところを点滅させたあと、ボタンDを１回押

すごとに点滅している数字が１つずつ進みます。（反対に
ボタンCを押すごとに１つずつもどります。）

※ボタンCまたはボタンDを押し続けると、早送りできます。

④セットが終わりましたらボタンBを押して修正状態を解

除して「アラーム１表示」にもどしてください。忘れた
場合でも２～３分後には「アラーム１表示」へ自動的に
もどります。

ボタンC

ボタンB

ボタンA

ボタンD

ボタンE

ボタンF

ボタンA：アラーム表示への切り替え
ボタンB：アラーム修正状態の呼び出し／解除
ボタンC：修正個所の合わせ（戻り）
ボタンD：修正個所の合わせ（進み）

アラームのセット／解除
ボタンE：内部照明の点灯

オートパネライトのセット／解除
ボタンF：修正箇所の選択／アラーム1/2切り替え

●防水性能
・時計の文字板または裏ぶたにある防水性能表示をご確認の上、ご使用ください。
・水分のついたままボタン操作をしないでください。時計内部に水分が入ることがあります。

注意

●日常のお手入れ
・ケースやバンドは肌着類と同様に直接肌に接しています。汚れたままにしておくとサビて衣類の袖口を汚し
たり、かぶれの原因になることがありますので常に清潔にしてご使用ください。

・時計を外したときは、柔らかい布などで汗や水分をふき取るだけで、汚れや、ケース・バンド及びパッ
キンの寿命が違ってきます。

〈革バンド〉
・革バンドは、柔らかい布などで吸い取るように軽くふいてください。こするようにふくと色が落ちたり、
ツヤがなくなったりする場合があります。

〈金属バンド〉
・金属バンドは、ときどき柔らかい歯ブラシなどを使い、部分洗いなどのお手入れをお願いします。
その際に、非防水の時計の場合には時計本体に水がかからないようにご注意ください。

〈軟質プラスチックバンド〉
・ウレタンバンド等軟質プラスチックでできているバンドは、特に手入れの必要はありませんが、汚れが
ひどいときには石鹸水で洗ってください。化学製品ですので溶剤によって変質することがあります。
通常数年のご使用で材質が硬化してきたり、色があせたりする場合がありまので、その際は新しいバン
ドに交換してください。

●日常生活用強化防水時計は、海水中などでの使用のあと、化学薬品類を使用せず、ためた真水で洗ってく
ださい。

注意

●かぶれやアレルギーについて
・バンドは多少余裕を持たせ、通気性をよくしてご使用ください。
・かぶれやすい体質の人や、体調によっては、皮膚にかゆみやかぶれをきたすことがあります。
・かぶれの原因として考えられるのは、
1.金属・皮革に対するアレルギー
2.時計本体及びバンドに発生したサビ、汚れ、付着した汗などです。

・万一肌などに異常を生じた場合は、ただちに使用を中止し、医師にご相談ください。

注意

・日常生活用強化防水（10気圧）の時計は、飽和潜水／空気潜水には使用できません。

警告

時計の防水表示 

●WATER RESIST 10BAR
日常生活用強化防水 
（10気圧防水） 

使用例 

防水の水準 

雨や洗顔など日常生 
活で予想される「水 
がかかる」程度 

水仕事（農水産・園 
芸・食堂など）やス 
ポーツ（水泳・ヨッ 
ト・素もぐりなど） 

水滴がついた状態で 
のボタン操作 

空気ボンベを使用す 
る潜水（スキューバ 
ダイビング） 

○ × ○ ○ 

●その他、携帯上ご注意いただきたいこと
・バンドの着脱の際に中留めなどで爪を傷つける恐れがありますのでご注意ください。
・転倒時や他人との接触などにおいて、時計の装着が原因で思わぬケガを負う場合がありますので、ご注意くだ
さい。

・特に乳幼児を抱いたりする場合は、時計に触れることでケガを負ったり、アレルギーによるかぶれをおこした
りする場合もありますので、十分にご注意ください。

●入浴について
10気圧以上の防水の場合、時計をつけたまま入浴してもかまいませんが下記のことに注意して下さい。
・時計に、石けんやシャンプーがついた状態で、リュウズ操作やボタン操作を行わないでください。
（防水機能が維持できなくなることがあります）
・温水で時計が温まりますと、多少の進み、遅れを生ずることがあります。ただし、常温にもどれば精度はもと
にもどります。

●保管について
・「－10℃～＋60℃からはずれた温度」下で長時間放置すると、機能が低下したり、停止する場合がありま
す。

※この時計は、気温５℃～35℃において腕につけた時に安定した精度を得られるように調整してあります。よって、温度
によって多少の進み遅れが生じることがありますが、常温にもどれば元の精度にもどります。

・磁気や静電気の影響があるところに放置しないでください。
・強い振動のあるところに放置しないでください。
・極端にホコリの多いところに放置しないでください。
・薬品の蒸気が発散しているところや薬品にふれるところに放置しないでください。
（薬品の例　：ベンジン、シンナーなどの有機溶剤、およびそれらを含有するもの＝ガソリン、マニキュ
ア、化粧品などのスプレー液、、クリーナー剤、トイレ用洗剤、接着剤など＝水銀、ヨウ素系消毒液など）

・温泉や、防虫剤の入った引き出しなど特殊な環境に放置しないでください。
●分解掃除による点検調整（オーバーホール）について
・時計は精密機械です。漏液、汗や水分の浸入により表示消えが生じることがあります。その際には分解掃
除による点検調整（オーバーホール）をご依頼ください。分解掃除による点検調整（オーバーホール）の
際にはパッキンやバネ棒の交換もあわせてご依頼ください。

GREENWICH 
LISBON 
LONDON 
BERLIN 
GENEVA 
MADRID 
PARIS 
ROME 
STOCKHOLM 
VIENNA 
WARSAW 
ATHENS 
CAIRO 
HELSINKI 
ISTANBUL 
ADDIS　ABABA 
JEDDAH 
MOSCOW 
DUBAI 
KARACHI 
DELHI 
DHAKA 
BANGKOK 
JAKARTA 
BEIJING 
HONG KONG 
MANILA 
SINGAPORE 
SEOUL 
TOKYO 
GOLD  COAST 
GUAM 
SAIPAN 
SYDNEY 
NOUMEA 
WELLINGTON 
HONOLULU 
ANCHORAGE 
LOS ANGELES 
DENVER 
CHICAGO 
BOSTON 
ORLANDO 
NEW YORK 
MONTREAL 
MIAMI 
SANTIAGO 
RIO DE JANEIRO 
BUENOS AIRES 
AZORES IS.
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32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50

グリニッチ 
リスボン 
ロンドン 
ベルリン 
ジュネーブ 
マドリード 
パリ 
ローマ 
ストックホルム 
ウイーン 
ワルシャワ 
アテネ 
カイロ 
ヘルシンキ 
イスタンプール 
アジスアベベ 
ジェッダ 
モスクワ 
デュバイ 
カラチ 
デリー 
ダッカ 
バンコック 
ジャカルタ 
北京 
ホンコン 
マニラ 
シンガポール 
ソウル 
東京 
ゴールドコースト 
グアム 
サイパン 
シドニー 
ヌーメア（ニューカレドニア） 
ウェリントン 
ホノルル 
アンカレッジ 
ロサンジェルス 
デンバー 
シカゴ 
ボストン 
オーランド 
ニューヨーク 
モントリオール 
マイアミ 
サンティアゴ 
リオデジャネイロ 
ヴェノスアイレス 
アゾレス諸島 
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＋01：00 
＋01：00 
＋01：00 
＋01：00 
＋01：00 
＋01：00 
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NO. GMTとの時差 サマータイム有・無 都市名 

（４）都市と時差の比較表（GMTは、グリニッチ標準時を示していま
す。＋はGMTより進み、－は遅れを示しています。）

※各国の時差、およびサマータイムは国の都合により変更となる場合があり
ます。

（３）アラームを鳴らしたい場合、鳴らしたくない場合
※「アラーム表示」でボタンDを押すごとにセット（on）と解除

（－－）ができます。

（報知します。） 

アラームマーク点灯 

アラーム 
on

（報知しません。） 

アラームマーク消灯 

アラーム 
off

（４）鳴っているアラームを止めるには
・アラームはセットした時刻になると、20秒間鳴り続けます。鳴っ
ているアラームを途中で止めたい場合は、ボタンABCDEFいず

れかのボタンを押してください。
※どの表示の時でも、この操作は可能です。

・世界50都市の時刻を表示します。
・各都市（グリニッチを除く）ごとにサマータイム（DST）の設定がで
きます。

（１）ボタンの名称とはたらき
●ボタンAを押して「ワールドタイム表示」にしてください。

ボタンC

ボタンB

ボタンA

ボタンD

ボタンE

ボタンF

ボタンA：ワールドタイム
表示への切り替
え

ボタンB：無機能
ボタンC：都市の選択
ボタンD：都市の選択
ボタンE：内部照明の点灯

オートパネライ
トのセット／解
除

ボタンF：サマータイムの
セット／解除

（２）ワールドタイムの使いかた
①ボタンAを押して「ワールドタイム表示」
にしてください。
都市名と月、日と時刻を表示します。

②ボタンCまたはボタンDを押して、都市を選択してください。
サマータイムを採用している都市は、ボタンFを押してください。

サマータイムマーク（ ）が点灯し１時間進みます。（「サマータイ
ムのセットのしかた」を参照ください。）

F

C

A

D

（３）サマータイムのセットのしかた
・「ワールドタイム表示」でボタンFを押すごとにセットと解除ができ

ます。

※「ワールドタイム表示」である都市のサマータイムをセットした場合は、「時刻・
カレンダー表示」にした場合同じ都市のときはサマータイム表示をします。また、
「時刻・カレンダー表示」で、サマータイムをセットした場合も「ワールドタイム
表示」で同じ都市を選択したときはサマータイム表示をします。

（サマータイムセット） 

サマータイムマーク点灯 
F

（サマータイム解除） 

サマータイムマーク消灯 
F

この時計の〈液晶パネル〉は、７年をすぎますと、コントラストが低下した
り数字が読みにくくなることがあります。お買い上げ店に交換をお申しつけ
ください。有料にて申し受けます。

■液晶パネルについて

内部照明として使用されているエレクトロルミネッセンス（EL）パネルは、
電池の電圧が低くなると、輝度（明るさ）が低下します。また、ELパネル
は発光時間の経過と共に、徐々に輝度が減衰する特性を持っています。

※ELパネルの輝度は、点灯時間の累積で約120時間時間経過すると半減します。ご使
用中に内部照明が暗くなったときは、まず、電池を新しいものに交換してくださ
い。
電池交換しても暗すぎる場合は、ELパネルの交換となります。お買い上げ店に交
換をお申しつけください。有料にて申し受けます。

■エレクトロルミネッセンスパネル（内部照明）について

A

C

E

D

（分：30分）

（時：午前６時）

■クロノグラフの使いかた

F

F F

F

D

D D

■リコール（呼び出し）の使いかた

■タイマーの使いかた

■アラームの使いかた

B

C D

C D

F

F

F

■ワールドタイムの使いかた

D D

※最新のチャンネルを表示します。

1．電池寿命切れ予告機能
この時計には、電池の交換時期を知らせる電池寿命切れ予告機能が付いています。
※「時刻・カレンダー表示」のときに全ての点灯セグメントが点滅状態になりますと、２
～３日中に時計が止まる可能性があります。お早めにお買い上げ店で電池交換をご依頼
ください。


